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№

ウェルフェア

おおわにおおわに
みんなで築く あんしん おおわに

171

「
元
気
に
名
前
を

�

言
え
た
よ
！
」

　

２
月
26
日
新
一
年
生
28
名
を
迎
え
、

入
学
お
め
で
と
う
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
大
鰐
小

学
校
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
部
の
見
事

な
演
奏
に
子
ど
も
た
ち
は
、
身
を
乗

り
出
し
て
真
剣
に
見
入
り
、
大
人
は

感
動
し
な
が
ら
聞
き
入
っ
て
い
ま
し

た
。

　

そ
の
後
は
、
児
童
館
の
活
動
映
像

を
見
た
り
、
子
ど
も
た
ち
が
日
頃
楽

し
ん
で
い
る
あ
そ
び
な
ど
を
体
験
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。
新
一
年
生
紹
介

で
は
ス
テ
ー
ジ
の
上
で
元
気
よ
く
自

分
の
名
前
を
言
う
子
ど
も
た
ち
の
頼

も
し
い
姿
が
印
象
的
で
し
た
。ま
た
、

お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
と
な
る
小
学

生
も
前
日
の
準
備
か
ら
、
当
日
の
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
の
お
手
伝
い
ま
で
立

派
に
努
め
、
た
く
さ
ん
の
成
長
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

新
一
年
生
と
保
護
者
か
ら
は
「
楽

し
か
っ
た
」
と
い
う
声
が
多
数
聞
か

れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
地

域
の
様
々
な
世
代
の
方
々
や
団
体
の

協
力
を
得
な
が
ら
、
み
ん
な
が
利
用

し
た
く
な
る
よ
う
な
楽
し
い
児
童
館

を
目
指
す
と
と
も
に
、
地
域
全
体
で

子
育
て
支
援
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

新一年生のみなさん、一緒に楽しくあそびましょう。待ってまーす！新一年生のみなさん、一緒に楽しくあそびましょう。待ってまーす！
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令和５年度 令和５年度 事業計画事業計画
みんなで築く あ ん し ん おおわに
～「地域が支え合う町づくり」を目指して～

１．法人経営の組織基盤の強化
　　❶会員の加入促進
　　❷理事会・評議員会及び各委員会・部会の設置開催
　　❸�監査の実施（監事監査2回、財政援助団体に係る町

監査委員監査、社会福祉法人指導監査）
　　❹�職員の資質向上、能力開発のための人事評価制度の

導入及び職員研修等への積極的参加の促進
２．地域共生社会に向けての取組
　　❶地域支え合い体制の構築
　　　　　�住民や関係団体との連携協働による、ほのぼのコミュニティ21推進事業、生活支援体制

整備事業、福祉懇談会の実施
　　❷福祉教育・ボランティア活動の推進
　　　　　�ボランティアセンターの設置運営、ボランティア推進校の指定、ボランティアスクール、

除雪ボランティアの他、指定管理事業と連携したボランティア活動の実施
　　❸生活困窮者等の自立支援
　　　　　�たすけあい貸付金及び援助品支給、生活福祉資金貸付、関係機関と連携した支援の実施
　　❹総合相談・援助体制の確立
　　　　　�心配ごと相談所（毎月）、津軽広域法律相談（年2回）、随時窓口相談のほか、中南地域自

立相談窓口の活用と相談員研修会の参加及び開催
　　❺在宅生活におけるサポート体制とその他高齢者支援
　　　　　�介護用品支給、福祉機器の貸出、福祉安心電話の設置見守り、日常生活自立支援（金銭

管理等）
３．指定管理制度・受託事業の堅実な運営
　　　�　老人福祉センター・中央児童館の管理運営、放課後児童クラブの実施による子育て支援、

戦没者追悼式、長寿福祉祭等受託事業の堅実な実施
４．福祉情報の提供と啓発
　　　　ウェルフェアの発行（年4回）、ホームページの有効活用、社会福祉大会の開催
５．高齢者の生きがい・交流機会の創出
　　　�　老人クラブの活性化、ふれあいサロンの開催、入浴福祉バス運行と高齢者生きがい事業の

実施
６．福祉関係団体への援助指導、協働事業の推進
　　　�　共同募金会、老人クラブ、母親クラブ、母子寡婦福祉会、身体障害福祉会、遺族会等への

援助及び協働事業の推進
７．共同募金配分金を活用した地域福祉の推進
　　　�　交流の場づくり、花の苗等の配布、一人暮らし高齢者おせちの配布、ひとり親の子育て応

援事業等の実施
８．シルバー人材センターの運営
　　　�　高齢者の社会参加と生きがいを目的とし、就業機会の提供及び活力ある地域社会づくりに

貢献

基本基本
理念理念

【事業推進計画】（主なものを抜粋）
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月　日 担当社協 開催場所 月　日 担当社協 開催場所
４月21日（金）平川市社協 尾上地域福祉センター 10月20日（金）板柳町社協 板柳町公民館
５月19日（金）大鰐町社協 総合福祉センター 11月17日（金）大鰐町社協 総合福祉センター
６月16日（金）藤崎町社協 常盤老人福祉センター 12月15日（金）田舎館村社協 ディサービスセンター
７月21日（金）西目屋村社協 西目屋村社会福祉協議会 １月19日（金）板柳町社協 板柳町公民館
８月18日（金）平川市社協 碇ヶ関地域福祉センター ２月16日（金）平川市社協 平川市役所第２庁舎
９月15日（金）藤崎町社協 藤崎老人福祉センター

【収入の部】� （単位：千円）
収 入 勘 定 科 目 金　額

会費収入 2,312 
寄付金収入 100 
経常経費補助金収入 27,704 
受託金収入 41,547 
貸付事業収入 100 
受託事業収入 18,000 
労働者派遣事業等受託収入 70 
共同募金配分金収入 1,188 
受取利息配当金収入 15 
その他の収入 110 
施設設備等収入 0 
その他の活動収入 0 
前年度繰越額 3,582 
※ 前年度繰越額は予算の収支差額分

を計上し、決算額確定後補正とな
ります

合　　　　計 94,728 

【支出の部】 （単位：千円）
支 出 事 業 金　額

法人運営事業 21,518 
企画広報事業 487 
福祉団体助成金事業 1,886 
共同募金配分金事業 1,188 
ほのぼの交流事業 346 
安心電話事業 319 
たすけあい貸付事業 1,000 
福祉バス事業 698 
戦没者追悼式事業 326 
長寿福祉祭事業 1,641 
生活支援体制整備事業 5,142 
老人福祉センター事業 15,022 
放課後児童事業 6,152 
児童館事業 14,501 
シルバー人材センター事業 23,337 
その他事業（７事業） 1,165 

合　　　　計 94,728 

令和5年度　令和5年度　収支予算額収支予算額

◆対 応　心配ごと相談員
◆場 所　大鰐町総合福祉センター
◆時 間　９：00 ～ 12：00
予約制となっておりますので、事前にご予約をお願
いします。
※左記の日程以外でも随時受け付けております。

◆対 応   小田切達弁護士　　◆時 間　10：00 ～ 12：30

心

律

大

広

配

相

鰐

域

ご

談

町

法

と

所

相談所

※予約制となっております。（５件まで）

◆開設予定日
月　　日 月　　日

4月  6日（木） 10月  5日（木）
5月11日（木） 11月  2日（木）
6月  1日（木） 12月  7日（木）
7月  6日（木）   1月11日（木）
8月  3日（木）   2月  1日（木）
9月  7日（木）   3月  7日（木）
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～助成金を希望する団体を公募しています～
①対象：福祉関係団体、ボランティア団体等
　まちづくり、地域活性化、福祉課題の解決等を
目的とした事業へ１団体・法人につき総事業費の
75％相当額（上限 500,000 円）
②対象：町内会、自治会等
　住民の助け合い活動の普及、住民参加の福祉活
動の活性化を図る事業へ１町会・自治会につき総
事業費の 75％相当額（上限 300,000 円）
※令和６年度に行われる事業が対象となります

〇受付期間　令和５年４月 17 日～５月 10 日

除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
実
施
し
ま
し
た

ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

〜
ひ
と
り
親
家
庭
学
習
応
援
図
書
カ
ー
ド
配
布
〜

今
冬
は
、
２
月
２
日
に
町
が
豪
雪
対
策
本
部
を
設
置

し
た
ほ
ど
雪
が
多
く
積
も
り
、
当
会
と
大
鰐
中
学
校
の

生
徒
で
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
い
ま
し
た
。
除
雪
相

談
の
あ
っ
た
場
所
の
う
ち
、
必
要
性
や
緊
急
性
等
を
考

慮
の
う
え
対
応
で
き
る
場
所
を
選
定
し
て
延
べ
７
か
所

実
施
し
ま
し
た
。

除
雪
を
し
た
家
の
方
や
地
区
の
民
生
委
員
児
童
委
員

か
ら
は
、
中
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
除
雪
に
取
り
組
む

真
剣
な
姿
勢
に
対
し
、
お
褒
め
の
声
と
感
謝
の
声
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
も
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
実
施
す
る
予

定
で
す
の
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た
い
方
も
し
て
ほ

し
い
方
も
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

共
同
募
金
配
分
金
事
業
の
一
環
と
し
て
、
小
学
校
、
中
学
校
に
入
学
す

る
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の
ひ
と
り
親
の
方
へ
、
図
書

カ
ー
ド
を
配
布
し
ま
し
た
。
書
籍
や
文
具
な
ど
学
習
に

必
要
な
も
の
の
準
備
に
使
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

配
布
さ
れ
た
保
護
者
か
ら
は
、
新
生
活
で
は
い
ろ
い

ろ
と
物
入
り
な
の
で
助
か
る
と
い
う
声
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

４
年
ぶ
り

中学生が奮闘しました ！！

実施月日 参加人数 除雪場所
１月28日 ３名 住　宅　２か所
２月４日 ３名 住　宅　２か所

２月18日 ３名 住　宅　１か所
公共地　１か所

２月25日 ４名 住　宅　１か所

〈お問合せ〉
　大鰐町共同募金委員会
　TEL　0172-47-5151

《青森県共同募金会・大鰐町共同募金
委員会よりお知らせ》

n-ishidoya
ハイライト表示
7ヶ所→下の表の表記に合わせて7か所にしました。
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今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、「
草
木
染
友
の
会
」
の
皆
さ
ん
で

す
。
活
動
を
開
始
し
て
か
ら
21
年
目
に
な
り
ま
す
。
染
め
方

を
教
え
て
い
る
の
は
工
藤
け
い
子
さ
ん
で
す
。
１
月
か
ら
新

た
に
メ
ン
バ
ー
が
２
名
増
え
、
合
計
７
名
に
な
り
ま
し
た
。

夏
季
は
清
川
ヒ
ュ
ッ
テ
で
、
冬
季
は
公
民
館
で
、
月
に
２
回

活
動
し
て
い
ま
す
。

染
め
物
に
使
う
草
木
の
状
態
や
草
木
が
生
え
て
い
る
環
境
、

染
め
る
と
き
の
気
候
の
条
件
な
ど
に
よ
っ
て
仕
上
が
り
が
変

わ
っ
て
く
る
の
で
、
作
品

は
世
界
に
二
つ
と
な
い
の

だ
そ
う
で
す
。
ま
た
使
う

材
料
も
山
で
採
取
し
て
く

る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で

す
。染

め
物
に
関
す
る
書
籍

や
こ
れ
ま
で
に
染
め
た
作

品
を
持
ち
寄
り
、
ど
ん
な

材
料
で
染
め
た
か
や
、
今

度
は
こ
う
い
う
染
め
方
を

し
て
み
よ
う
な
ど
、
メ
ン

バ
ー
同
士
知
恵
を
出
し

合
っ
て
研
究
し
て
い
る
様

子
が
う
か
が
わ
れ
、
生
き

生
き
と
活
動
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
興
味
の
あ
る
方
は
、

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
で

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

〜
地
域
支
え
合
い
活
動
研
修
会
〜

〜
地
域
支
え
合
い
活
動
研
修
会
〜

　

３
月
３
日
、
橋
本
泰
典
氏
（
全
国
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
）と
、田
中
利
明
氏（
蓬
田
村
社
協
事
務
局
長
）を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、

地
域
の
見
守
り
活
動
に
つ
い
て
の
研
修
会
が
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

ほ
の
ぼ
の
交
流
協
力
員
、
民
生
委
員
児
童
委
員
、
老
人
ク
ラ
ブ
役
員
、
配
達

を
行
っ
て
い
る
商
店
企
業
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
の
方
々
51
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

講
義
で
は
、
様
々
な
支
え
合
い
や
見
守
り
の
事
例
の
紹
介
が
あ
り
、
そ
の
何

気
な
く
し
て
い
る
こ
と
は
、
意
識
し
て
作
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
日
々
の

暮
ら
し
の
安
心
を
生
む
こ
と
を
認
識
し
ま
し
た
。

　

フ
リ
ー
ト
ー
ク
の
時
間
で
、
参
加
者
が
日
頃
行
っ
て
い
る
一
人
暮
ら
し
高
齢

者
等
の
見
守
り
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
研
修
会
終
了
後
に
は
「
こ
ん
な
情
報
交

換
の
場
が
欲
し
か
っ
た
」「
大
鰐
町
で
の
事
例
を
も
っ
と
見
た
い
」「
地
域
で
の

支
え
合
い
が
と
て
も
大
切
だ
と
再
認
識
し
た
」
と
い
う
声
が
あ
り
ま
し
た
。

わ
が
ま
ち
、
お
宝

わ
が
ま
ち
、
お
宝

温
か
い
気
持
ち
が
集
ま
り
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たすけあい資金貸付事業　　　
資金の種類 貸付限度額 申請に必要な書類等

生活資金 一時的な生活費 3万円以内
福祉資金 自立更生の経費 5万円以内

療養資金 病気療養の経費 5万円以内 病院の請求書
※高額療養費と同時貸付はできません

高額療養資金 高額療養費支払の経費 高額療養費支給対象額
90％以内

国民健康保険証
病院の請求書

出産資金 出産に要する費用 出産一時金の 90％以内 母子手帳

その他
◦利率は無利子となります。
◦償還期限は、貸付の翌月から 1年以内となります。
◦�経済的自立と生活意欲助長が目的の為、各地区の民生委員からの意見書が必要となり
ます。

※たすけあい資金貸付事業は町民からの善意の寄附によって実施しております。

目 的 低所得世帯等に対し、資金の貸付と必要な援助指導を行うことにより、その経済的自
立と生活意欲の助長促進を図り、安定した生活を送れるようにすることを目的とします。

貸 付 対 象
いずれも借受人の世帯に貸付する資金です。
（１）低所得世帯…必要な資金を他から借り受けることが困難な世帯（市町村民税非課税程度）
（２）障害者世帯…身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳の交付を受けた者の属する世帯
（３）高齢者世帯…65歳以上の高齢者の属する世帯

貸 付 条 件 貸付を受ける事によって自立更生が可能な者に対し貸付を行います。
必要な書類 貸付種類に応じて、申請書・添付書類が異なります。

大鰐町社会福祉協議会では、下記の貸付事業を行っております。
（詳しいお問い合わせは社協事務局まで）

生活福祉資金貸付事業生活福祉資金貸付事業　　　　　　

賃金の種類 貸付標準額 据置き期間 償還期限

総合支援資金

生 活 支 援 費

複数世帯　月額20万円以内
※原則３月（最長12月以内）

最終貸付日から６月以内

据置期間経過後
10年以内

単身世帯　月額15万円以内
※原則３月（最長12月以内）

住 宅 入 居 費 40万円以内 貸付けの日（生活支援費
とあわせて貸し付けてい
る場合には、生活支援費
の最終貸付日）から６月
以内

一 時 生 活 再 建 費 60万円以内

福 祉 資 金
福 祉 費 580万円以内

資金の目的によって異なります。

貸付けの日（分割による
交付の場合には最終貸付
日）から６月以内

据置期間経過後20年以内

緊 急 小 口 資 金 10万円以内 貸付けの日から２月以内 据置期間経過後12月以内

教育支援資金 教育支援費

高 校 月額）3万 5千円以内

卒業後６月以内 据置期間経過後
20年以内

高等専門学校 月額）6万円以内

短 期 大 学 月額）6万円以内

大 学 月額）6万 5千円以内

就学支度費 50万円以内

不動産担保型
生活資金

不動産担保型生活資金 月30万円以内 契約の終了後３月以内 据置期間終了後

要 保 護 世 帯 向 け
不動産担保型生活資金 生活扶助額の1.5倍以内 契約の終了後３月以内 据置期間終了後

※�　総合支援資金および緊急小口資金は、すでに就職が内定している場合を除いて、生活困窮者自立支援事業の利用も貸
付の要件となります。

（債権者：都道府県社協）

（債権者：大鰐町社協）
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この広報紙は、みなさまからの「社協会費」と「共同募金配分金（赤い羽根募金）」の一部により発行しています。

善意の寄付

「福祉サービス相談窓口」
について

プルタブ寄付に感謝

大鰐町シルバー人材センター大鰐町シルバー人材センター

新年度会員募集！新年度会員募集！

●寄付金 100,000 円	 （9/13　匿名希望者様）
●寄付金　10,000 円	 （12/7　匿名希望者様）
●将棋台、駒	 （11/28　石井美智子様）
●トイレットペーパー 240 パック（12 ヶ入り）
	 （1/27　大鰐クリーン協同組合様）
●寄付金 3,850 円、非常食　24ヶ、子供用衣類
	 （2/1　不二やホテル様）

　以上の寄付がありました。社会福祉協議会
の事業で効果的に使わせていただきます。

～ご意見・ご要望の申出を受け付けます～
　老人福祉センターや児童館の福祉サービス
向上のため、下記の体制で解決いたします。

サービス利用者
　↓
相談受付担当者：藤田・大越（担当職員）
　↓
相談解決責任者：成田（社協事務局長）
　↓
第三者委員：神敬・菊池つる・芳賀雅子

　相談解決の結果（改善事項）は、口頭も
しくは文書で解決責任者または第三者委員
よりご報告します。

　大鰐社協では皆さまから寄せられたプルタ
ブをリサイクル業者に買い取りしてもらって
います。令和４年度は、

8,244円
の収益を得ることができました。この収益金は
地域の福祉のために活用させていただきます。
　コツコツと集めて寄付してくださった方々に
感謝申し上げます。

「フードバンク」食品募集中！
　大鰐町社会福祉協議会では、一時的な生活
困窮の世帯に食品等の提供の支援を行ってい
ます。買い過ぎてしまった下記のような食品
のご寄付を受け付けております。ご協力いた
だける方はご連絡ください。

お米、カップ麺、乾麺、缶詰、レトルト
食品など

　60 歳以上の元気に働いていただける方を
募集しています。詳しくは、別チラシをご
覧ください。皆様の会員登録をお待ちして
います。

　
桜
の
開
花
も
、
も
う
す
ぐ
。
春
の
日
差
し
が
心
地

よ
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
号
で
は
、
令
和
５
年
度
の
事
業
計
画
や
収
支
予

算
額
等
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、新
連
載
「
ボ

ラ
セ
ン
つ
う
し
ん
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始
ま
り
ま
し
た
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ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
関
心
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お
持
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方
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ひ
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談
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だ
さ
い
。

　
私
は
、
年
末
よ
り
新
し
く
委
員
と
な
り
ま
し
た
が
、

改
め
て
様
々
な
事
業
が
行
わ
れ
て
い
る
と
感
じ
て
お

り
ま
す
。
町
民
の
皆
様
の
協
力
が
必
要
な
活
動
も
多

く
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
社
協
活
動
に
ご
理
解
、

ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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